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1.目的
　　本研究では、電池を用いてVFDを駆動するDC-DCコンバータの設計と製作を行い、
　VFDを停電中や屋外でも使用できるようにし、VFDの駆動環境の幅を広げると共に、
　回路の設計技術や実装技術の向上、またプログラミング技術の向上を目的としている。

2.VFD モジュールの仕様
　　DC-DCコンバータを使用し、駆動させるVFDの仕様を説明する。VFDの駆動には標準
　電源電圧の24Vと 5V、標準電源電流の0.6Vを入力する必要がある。本研究で設計、製
　作するDC-DCコンバータでは24V、0.6Aの出力を目指し設計する。また、5Vは 3端子レ
　ギュレータ等を使用し出力する。

3.DC-DCコンバータとは   
　　DC-DCコンバータには、入力電圧より高い電圧を出力する昇圧型、低い電圧を出力す
　る降圧型、極性を反転させる反転型がある。本研究では昇圧型DC-DCコンバータを使用
　している。回路は電源、コイル、スイッチ素子、ダイオード、コンデンサで構成されて
　いる。
　　今回の場合6Vの入力電圧では出力電圧24Vを実現できなかったため、12Vを入力して
　24V出力を実現している。

4. 12V-24V DC-DCコンバータ
　　製作したDC-DCコンバータの概観を写真:4-1にを示す。このDC-DCコンバータでは、
　単一、単二のどちらでもVFDを駆動できるようにしている。また、電池との切り替える
　ことで、ACアダプターでもVFDが駆動できる。VFD駆動時の様子を写真:4-2に示す。

　
　写真:4-1.12V-24V DC-DCコンバータ概観　　　写真:4-2.VFD駆動時の様子

5.PIC の A/D変換
　　今回のDC-DCコンバータには、入出力電圧をモニターするためにPICの A/D変換を使
　用している。今回使用したPIC16F88にはアナログ電圧をデジタル変換し、電圧比に比
　例したデジタルデータを読み取るアナログ-デジタル変換という機能がついている。そ
　れを利用して電圧をモニターしている。そのときの表示を写真:5-1に示す。

写真:5-1.PICの A/D変換の表示


